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宇都宮布教育委員会



序　　　文

私たちの郷土、宇都宮市は、古い歴史を持ち、先人の残した数多くの文化遺産が

あー）ます。

しかし、これらの文化遺産も時代や生活様式の変化とともに忘れられ、あるいは

見過ごされがちであります。

市教育委員会では、郷土の文化遺産を一人でも多くの人々に紹介し、日常生活の

中から生まれた先人の知恵を見直してもらおうとの願いから、文化財シリーズとし

て「宇都宮の民俗」、「民家と家並」、「手仕事」といった身近かな生活のなかに題材

を求め、紹介に努めてまいりました。

本年度は、歴史的な出来事や先人の偉業をたたえた石碑について、昭和54年度

に調査した一部を「宇都宮のいしぶみ」として紹介いたします。

本市には、その歴史を刻んだ石碑が市内各所に残されており、これをたどってい

けば貴重な宇都宮の歴史の流れがそこに現われてきます。

石碑は、小さいものから大きいものまでその形は様々ですが、いずれも限られた

碑面に当時の歴史を凝縮して今日に伝えております。

この文化遺産の所在と碑文の調査結果をここにおおくりいたしますので、この冊子

が郷土の歴史を理解する資料の一部として、各分野の研究の一助になれば幸いと思

います。

終りに、本冊子の刊行に当たr）、調査、編集に携われた本市文化財保護審議委月

及び文化財調査員並びに御協力をいただきました関係各位に心から感謝の意を表し

ます。

昭和56年2月

宇都富市教育委員全

教育長　後藤一雄
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いしぶみに想う

宇都宮市文化財保養客議委員会

委員長　野　中　退　蔵

木もれ日の中にひっそりと息づいている石碑－この石碑に数々の含蓄ある事実が

秘められています。

あるものは、人や地域の歴史が、あるものには、風雅を極めた和歌や俳句が、そ

の限られた碑面に刻み込まれています。

今日、歴史書や古文書は、おおむね図書館や書店などで手に入れることができま

すが、石碑は、市内の各所を足で捜し回らなくてはなりません。

このたび、市内に点在している石碑を一冊の本にまとめたことは、別の角度から

郷土の歴史を探ることができ、今後この方面の研究の指針として活用いただけるも

のと思います。

この本を手にとられた方は、是非一度お近くの現地を訪れ、実物を御覧になれば

必ずや先人の偉業に心を打たれることでしょう。

また、真に理解を深めるためには、各々の石碑の歴史を郷土史と比較検討される

とともに、他の石碑との相互関係を十分に研究されることをお願いいたします。

本書が、数多〈の人々に読まれ、少しでも文化財への理解が深まれば幸いです。

昭和56年2月



ま　え　が　き

本冊子は、昭和54年度に宇都宮市教育委員会が、市文化財保護審議委貞会の答

申を受け、市文化財調査員活動の一環として実施した「石碑調査」の結果をもとに

してまとめたものです。

調査は、市内全域について実施し、調査対象とする石碑については、次の基準を

設定しました。

・明治以前に建てられた碑であること。

・大正以後に建てられた碑であっても、特に著名と思われるもの。

・板碑、墓石、道標やいわゆる野仏といわれるものは除くこと。

以上の選定基準により調査をした結果、75件の石碑が報告されたが、本冊子の

編集に当たっては、再度、上記の三つの観点と「碑名しか刻まれていないものは除

く」という原則で検討を加えるとともに、調査漏れと思われる石碑を編集会議で選

定し、これを加えて収録しました。

編集は、市文化財保護審議委員の岩崎良能氏と調査も担当した下記の市文化財調

査員のうち※印の各位及び市教育委員会社会教育課の職眉が当たりました。

●宇都宮市文化財保護審議委員会

野　中　退　蔵（委員長）

岩　崎　良　能（委　員）

冨　　　祐　次（′′）

塙　　　静　夫（′′　）

小　堀　暗　蔵（′′）宗一諾

小　林　友　雄（委員長）逐一是

福　嶋　悠　峰（委　員）詣■是

●宇都宮市文化財調査員

※黒川孝三（一　条）

加藤康照（旭）

釜井宗一（星が丘）

※粂川弘明（宮の原）

菊池正仁（平　石）

手塚英男（豊　郷）簑●堤

福田　　操（高　屋）

寺内弥三郎（雀　宮）芸■是

〔※印は、編集員、（）

雨　宮　義　人（副委員長）

森　谷　　　憲（委　　員）

谷田部　康　幸（　′′　）

阿久津　　浩（′′　）宗■提

戸　田　博　亘（　′′　）蒜■崖

辰　巳　四　郎（′′　）芸■是

塚田賢照順　北）憲一昆　塚田宗雄（陽　北）宗一崖

内藤二郎（陽　南）　　石川秀男（陽　西）

松本文一郎（陽　東）　※平塚良雄（泉が丘）

直井茂吉（清　原）

※坂寄悦男（瑞穂野）

半田　　勝（国　本）

※阿久津義正（篠　井）

小島豪市郎（雀　宮）宗■謹

内は担当区域〕

l一　－　－－・

増渕藤四郎（横　川）

小堀暗蔵（豊　郷）笠■冒Ⅰ

高LLl伝治（城　山）

松本笑悦（姿　川）



●宇都宮市教育委員会社会教育課職員

半　別　　　昭（社会教育課長）

荒　岡　明　義（文化振興係）

木　村　光　男（　J／　）

昌
　
敬

越
　
井
　
辺

河
　
桜
　
渡

掲載いしぶみ一覧

l市指定文化財の石碑
（1）箱屋山人碑

（2）蒲生君乎勅旋碑

（3）吉良八郎之碑

2　旧跡関係の石碑

（1）大砲発射之碑

（2）梅樹献木之碑

（3）古棺記

（4）鴛鳥塚之碑

（5）明治天皇臨賜酎庭之碑

（6）鏡が池碑

3　人物顕彰の石碑

（1）山澤士弘之碑

（2）感恩報徳砕

（3）梅園春男翁之砕

（4）否堂山口先生之碑

（5）戸祭産石之碑

（5）元信先生碑

（7）蒲生君平之碑

（8）倉井友敏光生碑銘

（9）飯村道積先生碑

（川）河内氏報徳碑

（11）贈従三位戸田忠恕之碑

（12）菊地愛山翁寿碓銘碑

（13）日下開山初代桃綱力士明石志賀

之助碑

ー2【

司（文化振興係長）

朔（文化振興係

卓（　／／

（14）御子貝君之碑

（15）釣伯佐藤翁碑

（16）老農篠崎君功績碑

（17）円山先生紀恩之碑

（1呂）六石県先生之碑

4　文芸関係の石碑

（1）芭蕉句碑

・能延寺の句碑

・慈光寺の句碑

・城山西小の句碑

・宝蔵寺の句碑

（2）文可句碑

・二荒山神社のん」碑

・鷺宮神社の句碑

（3）柏桜碑

（4）雨情歌碑

（5）前岨雀郎神

5　その他の石碑

（1）戌屈役戦死記碑

（2）水戸之役戦死之碑

（3）第14師団建築記念碑

（4）明治37・8年戦役紀功碑

（5）大谷石材軌道之碑



1．市指定文化財の石碑
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相木町6【11（観専寺）

19　2cm

安政2年4月

大橋詞庵

菊池教中

中沢俊卿

昭和41年1月31日指定

所在地

碑石高

建碑年月

撰文老

害　　者

纂較者

指定　日

解　　説

高久窺厘は－　栃木県の誇る幕末の

大南画家でゝ　那須郡杉渡土（現黒磯

市）に生まれた。

この碑は1霧崖を師とする観専寺

住職黙雷上人が建立したものであり

謁厘の人物一　交友関係ゝ　業績などを

明らかにしているばかりでなく－　幕

末における宇都宮の文化の高水準を

物語っている。

－3－
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（2）蒲生君平勅族碑

（左　面）

（碑文）

左　　正　右
面　　面　面

宇
都
宮
藩
知
事
戸
田
思
友
奉
行

警
慧
生
君
平
里

明
治
二
年
己
巳
冬
十
二
月

藩
文
字
数
授
戸
出
誠
謹
書

（正　面） （右　面）

所在地　花房三丁目3（東武宇都宮線と旧日光街道の

交差地点北側）

碑石　高　130c血

建碑年月　明治2年12月

害　　者　戸田　誠

指定　日　昭利36年9月18□指定

解　　説

「寛政の3奇人」の1人と言われ－「山陵誌」の著

者として有名な蒲生君平を顕彰した碑である。

岩平は1明朴5年（1768年）に旧新石町に生ま

れ－文化10年（1813年）に46歳で没している。

この碑は－　朝廷が明治になって宇都宮藩に君平の遺

功迫眉を命じ，藩知事戸田忠友が奉行して建てられた

ものである。

－5－



（3）吉良八郎之碑

所在地　桑島町401（桑島町公民館）

碑石　高　11（）c‖1

建碑年月　明治12年3月

撰文著　大鳩正寿

書・纂額者　菊池径1攻

解　　説

吉良八郎は1茂木藩士で二宮尊徳の門人

助手として高名であり－　尊徳とともに県【ノ」

各所の新田の開発等に活躍した。

幕末には－　菊池教中のもとで鬼怒川治岸

開拓の事業を大成させた。

牌は－　この間打の記念とLて建てられた

ものである。
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君
慨
然
以
賑
貧
撫
民
為
L
心
曹
家
叔
菊
池
教
中
背
憂
其
漕

宇
都
宮
侯
所
領
地
多
荒
頓
有
指
樟
以
開
懇
之
∠
志
諸
侯
侯
允
∠
乃
就

岡
本
粟
島
二
村
聞
出
若
干
町
而
以
東
島
村
輿
真
岡
顆
所
宰
相
接
教
中

興
君
締
交
百
事
頼
焉
君
之
勤
勉
従
事
」
り
．
定
制
設
教
禁
課
耕
種
通
民
利

於
日
一
室
凡
磨
志
閑
人
民
宏
業
明
治
二
咋
秋
鬼
怒
川
秦
藤
森
姑
横
溢
湯
田

没
慮
君
従
局
桑
島
村
夙
夜
奔
走
巌
堤
防
開
水
利
水
足
義
除
民
徳
之
周

五
年
壬
中
春
擢
病
伴
南
本
起
七
月
五
日
終
物
享
年
六
十
有
四
葬
於
同

国
芳
賀
郡
物
井
村
蓬
莱
院
樗
追
競
潤
身
院
義
賢
良
忠
明
治
細
新
之
際

君
復
鮨
嘗
藩
稀
渡
多
氏
改
名
以
一
君
配
贋
頼
氏
撃
四
賀
二
女
嫡
子
八

太
郎
天
二
子
武
寛
嗣
長
女
適
土
浦
満
開
じ
氏
二
女
適
省
貝
村
農
某
氏

飴
哲
夫
明
治
十
一
年
戊
貢
七
月
賓
値
ポ
七
周
］
心
辰
於
是
教
中
男
繹
政

恐
君
勤
労
之
績
久
而
浬
滅
又
塵
異
臭
距
桑
島
村
数
畢
不
便
時
節
展
墓

欲
建
石
下
其
慮
側
以
示
永
遠
請
文
丁
余
余
乃
接
状
述
概
加
此

明
治
十
二
年
三
月
　
　
　
　
　
　
将
官
菊
池
律
政
吉
及
第
績



2．旧跡関係の石碑

川　大砲発射之碑

対僻

一
〓
田
宇
都
宮
家
臣
鳥
居
流

砲
術
加
藤
免
遊
義
重
行
住

七
十
於
沃
野
発
意
貫
目
鉛

九
．
章
一
一
■
十
六
町
晴

天
明
二
壬
寅
年
正
月
廿
四
口

所在地　石井町3255－3

（田崎重夫氏宅東）

碑石高　95c皿

建碑年月　天別2年4月

解　　説

′－j▲二部宮家の家臣一　鳥屏流砲術一上であった

加藤義行がこの地区で行った鉄砲の発射で

36町の距離が出たことを記念して1天明

2年4月にこの碑を建てたものである。

（2）植樹献木之碑

所在地　花房本町2（英巌寺跡）

碑石高　166cⅢ

建碑年月　明治25年3月

撰文者　斎藤清公

封碑

戟
遠
祖
友
説
資
磨
文
政
之
開
化
藩
主

天
寿
院
公
特
受
寵
遇
今
庭
有
恩
賜

之
古
梅
樹
花
香
南
郁
亦
多
綿
貫
東

予
多
年
栽
培
而
得
二
百
傑
戯
之
　
先

公
之
廟
前
脚
表
微
衷
云
爾

明
治
け
五
年
三
月

友
説
労
孫
斎
藤
活
公
誌

解　　説

戸田氏の菩提寺で

あった共巌寺跡は－

第2次世界大戦前ま

では梅の名所として

有名であったが，そ

の栴を柵えたいきさ

つについて記した碑

である。



（3）古棺記

所在地　稲田五丁目1（雷神社）

碑石亮　130cm

建碑年月　明治26年3月

撰文者　鳥居竜蔵

解　　言党

明治17年の県庁舎建築に際して－　八幡

山の南（二里山）から石棺が出土した。

石棺は－■占墳時代のものであり－　中から

黄土と矩剣・管玉等の副葬品を検出した。

黄土は1かめに収め御蔵山に埋め－　■副葬

品は－博物館に納めて処］現した。

石棺の．【こ出土からその処置の経過を記した

のが－　この碑である。

）文碑（

古
　
　
相

下
野
閲
河
内
郡
宇
都
宮
之
地
有
小
丘
焉
日
二
男
山
方
蓮
栃
木
願
廉
於
宇
都
宮
柏
其
地

関
樟
弄
焚
茅
茂
剖
高
域
低
以
夷
之
而
螢
一
石
柏
長
六
尺
除
榛
二
尺
五
寸
闇
両
親
之
中

有
黄
土
授
得
矩
励
一
口
管
玉
十
個
臼
珠
十
二
難
及
以
歯
骨
者
五
六
枚
意
是
貴
族
之
境

焉
時
明
治
十
七
年
五
月
五
日
也
芽
土
悉
欽
之
宝
器
物
皆
納
之
悼
物
相
而
純
一
字
跡
不

知
何
人
之
哨
也
質
諸
古
老
諸
緻
密
史
不
老
也
9
然
以
相
之
輿
玉
創
考
之
孟
千
年
以
物

云
々
或
日
下
毛
野
閲
之
族
未
知
其
具
足
明
治
二
十
一
年
十
二
月
二
十
八
日
栃
木
顆
知

事
止
五
位
動
六
等
樺
山
習
雄
特
納
産
土
於
棺
以
痙
於
御
成
山
之
下
焉



JうL　どり

（4）鴛鳥塚之碑

所在地　一番町1（おしどり塚児童公開）

碑石高　116cm

建碑年月　明治27年8月

書・纂額者　戸田市原Ⅰ

解　　吉見

鎌倉時代に無住法師こよって書かれた「

抄石集」によって紹介された物語の旧跡地

に建てられた碑である。

内容はゝ求食川（あさ－）がわ）を舞台と

して1つがいの鴛鳥と猟師のいきさつと建

碑に至るまでの経過を記している。

なおゝ　この地は1市指定史跡となってい

る。

（碑文）
此
所
の
小
流
を
求
食
川
と
呼
げ
ー
其
水
上
イ
ぞ
求
食
沼
と
云
昔
此
過
に
猟
師
あ
ゎ
或
時
鴛
の

雄
の
首
き
射
宣
て
躯
の
み
を
得
た
b
－
明
朝
曜
を
射
と
め
け
る
に
其
羽
か
ひ
の
下
に
雄
の

首
を
抱
け
ら
猟
師
こ
れ
を
見
て
費
心
し
此
所
に
埋
め
て
し
る
し
の
石
塔
を
建
て
し
と
在

此
物
語
は
無
住
法
師
の
沙
右
集
に
叔
た
り
無
住
は
梶
原
景
時
の
橋
宇
都
宮
粗
鋼
の
重
の
甥

な
れ
ば
梶
原
一
家
亡
び
の
後
常
所
に
凍
ト
て
在
ら
し
故
に
開
書
せ
し
も
の
な
る
べ
し
ー
今

此
所
の
人
々
相
は
か
ら
其
要
を
摘
み
石
に
彫
て
彼
の
人
に
告
く



（5）明治天皇臨賜輔虔之碑

所在地　本丸町1（御本丸公園）

碑石高　544cm

建碑年月　明治40年6月

撰文者　三島　毅

害　　者　日高秩父

解　　説

明治25年10月21日から7日間，明

治大皇はゝ　陸軍特別大演習統裁のため栃木

県に行幸した。

天皇は1演習が終了した26［］午後，宇

都宮城跡において文武官僚及び県民500余

名と共に酒宴を行い－　この事跡を記念して

建てた碑である。

文牌

明
治
二
十
五
年
十
月

天
皇
統
帥
陸
軍
大
演
習
武
干
栃
木
額
下
野
之
野
－
眈
畢
－
親
臨
宇
都
宮
城
墟
－

賜
軒
於
文
武
百
億
及
糠
下
士
民
五
首
有
飴
人
－
窓
可
謂
塀
肯
盛
典
臭
も
其
後
有

精
露
二
大
戦
役
－
骨
髄
大
勝
－
輝
　
皇
威
於
宇
内
者
．
非
　
天
皇
居
胎
不
志
乱
－

瑚
椅
清
武
．
則
安
能
至
此
哉
－
宇
都
都
宮
市
民
有
所
流
感
焉
，
常
識
欲
絶
大
碑

於
－
醐
座
之
跡
．
以
停
空
風
於
無
窮
－
静
威
仁
親
王
題
其
面
t
屈
毅
紀
其
由
於

背
如
此
明
治
血
十
年
六
月

東
宮
侍
講
正
田
仲
動
三
等
文
革
博
士
　
　
　
　
三
　
島
　
毅
　
撰

内
大
臣
秘
書
官
魚
小
松
宮
家
合
従
六
位
劾
六
等
　
日
高
秩
父
蕃



（6）鏡が池碑

所在地　馬場通r）二丁目3－12

（西武デパ【ト南）

碑石高　158cm

建碑年月　日獅口26年12月

解　　説

宇部古は－　昔ゝ　池辺郷と呼ばれていたが

その池が「鏡が池」であるといわれておイ仁

他の由紆＝二ついて記しているのが，この碑

である。

なお1他の名称については1静御前の騒

がからむ伝説によるといわれている。

玉
く
し
の
二
荒
の
山
の
神
垣
を

鏡
が
他
に
う
つ
し
て
ぞ
見
る

文碑

往
昔
宇
都
宮
は
池
辺
郷
と
呼
ば
れ
馬
場
鉄
砲
曲
師
三
町
の
あ

た
り
に
広
き
沼
あ
り
き
。
一
議
こ
の
沼
に
奉
納
し
爾
来
こ
の

沼
を
鏡
が
池
と
解
せ
り
。
日
光
堂
拝
の
徒
こ
の
池
に
行
を
な

L
漁
夫
猟
師
あ
ま
た
集
ひ
し
と
侍
ふ
。
然
る
後
某
年
大
暴
風

雨
あ
り
て
四
周
の
丘
を
崩
し
沼
は
大
方
埋
も
れ
ぬ
。
今
や
時

移
り
豊
漁
り
そ
の
か
み
の
野
趣
浴
る
ゝ
風
致
跡
を
か
く
し
小

池
名
残
を
留
め
て
花
屋
敷
の
一
隅
に
年
毎
の
花
を
咲
か
す
。

立
に
碑
を
建
て
そ
の
由
来
を
記
し
古
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
な
す
。



3．人物顕彰の石碑
（り　山浦士弘之碑

所在地　大通り五丁巨i3－14（清巌寺）

碑石高　138cm

建碑年月　安政6年1月

撰文者　県　ノ（石

書・纂額者菊池教中

解　　説

幕末の宇都宮にあって1神童1天オと呼

ばれながら21歳の若さで没した山i軍士弘

の碑である。

山澤士弘がいかに惜まれた人物であった

かは1碑が県六石と菊池教中の手になった

ことからも推測することができる。

（碑文）

六
　
石
　
燃
　
焼
　
撰
　
文

山
浄
十
弘
捜
距
今
七
年
臭
友
人
菊
池
介
石
恐
其
基
不
記
布
賓
終
共
役
寒
相
克
草
之
中
更
欲
建
碑

清
巌
寺
以
不
朽
之
清
文
千
荊
奄
先
生
以
余
之
自
少
同
率
而
詳
悉
共
生
平
也
命
使
操
筆
乃
叙
其
概

日
士
弘
姓
山
漫
名
毅
字
十
弘
淡
養
蒼
洲
皆
其
誠
也
通
解
毅
一
郎
宇
和
宮
治
北
山
木
村
人
也
幼
蛙

展
無
位
嗜
好
鴨
川
讃
苦
焉
字
虜
欒
十
歳
入
木
津
教
授
静
賓
加
藤
貫
之
門
峠
余
亦
在
其
門
口
共
講

習
其
家
駈
治
成
里
許
罪
t
身
孤
わ
朝
恭
出
入
畢
梗
両
案
暮
雨
与
太
官
有
磨
人
以
震
不
能
及
焉
座
而

共
学
大
進
賦
詩
作
文
肱
加
成
人
国
有
神
童
之
稲
執
政
閲
之
招
両
便
講
終
十
弘
生
千
田
封
蔑
探
聞

末
寺
往
来
十
大
夫
焼
貴
之
際
然
其
坐
作
従
容
群
論
明
暢
如
以
硯
々
然
不
介
〒
意
者
執
政
皆
歎
賞

焉
揮
番
君
既
知
其
震
倖
器
欲
之
大
成
託
荊
奄
先
生
干
江
戸
時
年
十
有
四
也
後
二
年
今
亦
入
党
生

熟
視
別
彼
女
詩
川
超
絶
千
往
時
頗
成
一
未
然
土
弘
不
‖
〒
此
一
以
循
循
鹿
巳
任
花
々
治
紫
揚
之

謀
略
金
乃
同
僚
孝
奉
餃
桃
者
歓
談
及
〒
畢
循
則
議
論
紛
由
一
塵
球
根
緩
而
士
弘
確
乎
不
欒
焉
先

生
昔
召
士
弘
諭
以
轡
化
草
野
之
説
士
弘
刀
服
廟
不
措
一
茸
能
樫
其
資
性
偏
虞
社
友
基
不
推
服
戊
中

秋
碓
疾
殆
不
生
正
而
少
発
意
郷
季
冬
疾
複
起
危
常
頻
死
然
掴
讃
性
艶
大
全
且
作
隙
命
日
鏡
日
米

文
公
有
言
一
日
末
死
一
H
要
是
蔦
草
間
之
功
可
己
耶
孟
其
志
之
所
存
知
此
天
如
恨
年
別
其
造
詣

不
可
涯
蚤
而
董
永
巳
酉
正
月
十
一
口
蔓
草
年
二
十
一
可
惜
耳
兵
葬
†
郷
之
観
音
堂
域
内
束
繁
雅

子
有
妹
己
阿
時
切
放
倍
能
詔
書
幾
不
惑
兄
而
亦
天
家
耶
存
一
老
母
故
介
石
等
助
両
壁
卯
畢
石
嶋

呼
先
生
之
畢
綜
該
＃
今
洞
徹
天
人
而
金
策
僕
港
不
能
接
其
統
便
士
弘
在
今
日
則
其
有
功
干
肺
門

異
風
何
如
是
叉
得
不
朽
実
版
数
歳

安
■
政
」
ハ
年
巳
未
　
正
　
月

友
　
人

菊
池
教
卓
介
石
首
並
宗
額



（2）感恩報徳碑

所在地　海道町535▼1

（ノ」ゝ林重夫氏宅）

碑石　高　113cm

建碑年月　慶応2年2月

撰文・書者県　六石

解　　説

海道新田はゝ水田が少なく貧村であった

がゝ小林清次郎が薄からの基金をもって村

民を率い－　水利工事を行い30h aにも及

ぶ水田を開いた結果一　村は大いに潤ったと

いっ。

この碑は1ノJl二宮ともいえる小林清次郎

の徳を顕彰したものである。

幻牌

戚
思
報
徳
碑

海
道
潮
田
村
自
古
溝
挽
狭
臨
水
田
乏
少
不
足
充
半
年
之
食
居
民
常

苫
之
和
之
小
林
清
次
郎
象
深
憂
之
百
方
盈
力
安
政
年
間
諸
子
餞
圭

而
新
開
林
道
爾
後
水
田
大
開
陶
獅
悉
受
英
和
而
得
不
乏
テ
食
象
之

焉
恩
也
甚
大
英
故
我
輩
協
力
募
一
郷
立
碑
以
不
朽
其
患
云

慶
應
二
年
丙
賽
春
二
月



（3）梅園春男貴之碑

所在地　関堀町97（関堀町下共同墓地）

碑石高　95cm

建碑年月　明治15年6月

撰文・書者戸田香園

解　　説

福島県の棚倉の在の出身でゝ　関堀町で塾

を開いた学者一梅園春男の略歴について記

した碑である。

梅園春男は－　この寿碑建立の10年後の

明治24年に没している。

文牌

梅
園
春
男
翁
之
碑

君
氏
梅
園
名
春
男
任
於
本
圃
河
内
那
繍
堀
村
明
治
初
年
以
東
百
事
維
新
五
年
三
月
羅
東
軍
都
宮

味
第
こ
大
駈
三
小
路
月
産
六
年
二
月
任
喋
敢
こ
荒
山
前
政
商
官
翌
月
持
仝
森
十
四
等
出
仕
七
月

層
同
嬢
合
橡
木
乃
罷
官
九
月
秤
本
郡
今
里
村
卿
鱒
羽
黒
山
紳
吐
詞
官
七
年
一
月
兼
補
申
請
義
金

月
閏
任
都
賀
郡
国
解
中
軋
二
蒐
山
神
訃
芸
讐
欄
骨
十
月
進
禰
宜
十
二
月
叉
穐
上
野
園
廿
肇
郡
仝
格

就
貰
前
神
政
桔
宮
司
入
牢
一
月
辞
本
官
及
免
職
五
月
拝
都
賀
郡
異
弓
対
偶
就
諏
訪
調
融
鋼
管
尭

仝
郡
中
井
村
会
格
融
■
ニ
光
神
政
詞
官
九
月
辞
免
官
十
一
月
禰
大
講
義
自
九
年
至
十
一
年
鰯
槻
木

印
鑑
事
務
分
局
副
長
及
一
等
致
師
者
各
南
国
十
二
年
十
二
月
神
様
少
数
正
十
三
年
三
月
罷
敢
師

両
院
十
四
年
一
月
辞
免
歌
職
為
岩
尾
脛
之
大
略
也
君
盛
人
倫
勤
清
廉
不
麿
逸
帽
興
人
接
堆
生
面

樹
琶
識
未
普
盈
畦
唆
於
其
触
自
助
好
寧
渉
換
薄
迫
偽
書
既
而
大
有
研
悟
潜
心
於
国
典
孝
語
辱
及

永
言
数
人
懇
々
不
倦
＝
小
紋
動
糞
於
円
者
多
臭
其
鮨
徹
也
騒
属
壷
後
進
鎗
暇
摘
花
丼
尤
票
一
佃
培
拳

得
宜
歳
時
別
骨
こ
門
人
勧
葛
詞
歌
應
醐
以
名
賀
今
弦
明
冶
十
五
年
壬
午
年
六
十
大
竪
礫
末
表
門
人

散
菩
塵
誌
名
建
桑
碑
成
金
紀
子
碑
陰
金
輿
君
同
周
旋
乎
教
職
聞
辱
其
数
久
臭
所
以
不
辞
而
執
筆

也
君
硯
窄
無
手
艶
仝
郡
多
功
石
森
H
凛
乎
三
男
点
嗣
云

一拍－

明
治
十
五
年
壬
午
六
月

香
閏
　
β
田
城
横
井
嘗



（4）香堂山口先生之碑

所在地　上桑島町969（山口卓二氏宅）

碑石高　163cm

建碑年月　明治18年5月

撰文・害者渡辺　酉享

解　　説

山口家は－代々医師を業としていたが－

塾も天保年間から開いておF）1その略歴に

ついて香堂と号した山口昇専の業績をたた

えた弟子たちの報恩の碑である。

（碑文）

苛
以
技
術
為
一
家
益
於
せ
者
確
陶
冶
之
末
技
可
以
能
者
称
之
況
於
軒
岐
之
余
洗
顔
仁
術
着
手
－
杏
堂
山
口
先
生
旧

以
方
技
名
著
奏
．
先
生
芳
賀
郡
上
高
閣
木
村
中
三
川
氏
之
篇
≡
子
也
．
劫
両
香
同
郷
八
木
岡
村
上
野
氏
－
豪
世
業

農
時
歳
．
同
村
篠
崎
蘭
汀
一
日
慨
然
目
鼻
雅
称
百
工
之
本
然
終
老
映
朝
之
中
耳
．
苛
為
丈
夫
者
．
欲
威
名
不
可
以
不

択
其
糞
也
．
去
避
常
麓
．
鎗
事
水
澤
添
田
蓉
亭
．
以
修
医
術
刻
苦
十
余
年
－
而
其
際
叉
以
余
力
裁
同
音
儒
貞
歯
音
某

而
学
集
成
而
帰
郷
－
入
嗣
山
口
氏
－
共
闘
業
也
－
遠
近
乞
治
者
日
多
．
殆
軍
門
前
為
市
－
而
於
其
貪
着
想
．
不
敢
要

進
．
蓋
遵
吉
益
甫
涯
之
医
戎
也
．
是
以
人
懐
其
恵
焉
．
山
口
氏
－
其
先
日
玄
益
具
世
菓
医
．
五
世
界
貞
早
亡
豪
大
麦
－

重
此
籍
先
生
之
カ
ー
得
以
輿
豪
可
謂
実
老
子
売
世
奏
－
先
生
為
人
常
連
客
不
韓
外
馳
好
与
憤
慨
之
士
交
－
乃
如
桜

田
十
七
士
往
々
有
相
知
者
其
執
友
概
此
頸
也
－
又
以
豪
業
之
余
暇
教
授
生
徒
就
受
句
読
及
筆
法
者
甚
多
皆
循
々
養

成
焉
－
鳴
呼
如
先
生
豊
徒
爾
者
称
之
両
足
乎
哉
－
先
生
名
正
利
－
享
子
明
－
称
昇
専
－
有
望
其
号
也
－
配
山
口
氏

即
其
豪
女
也
－
先
生
文
化
十
年
丙
子
八
日
生
ゝ
実
今
年
七
十
歳
寧
群
狩
少
壮
－
有
四
聖
二
女
長
天
次
柳
軒
能
拳
吏

訓
読
箕
某
－
散
在
先
生
燕
敢
所
顧
慮
優
悠
以
楽
余
年
也
－
所
謂
積
善
之
家
有
余
慶
者
願
今
扱
門
人
安
茂
等
刻
先
生

之
事
功
石
伝
之
後
来
以
報
多
年
教
育
之
恩
云
爾

明
治
十
八
年
五
月
穀
日

門
人

等
　
誌

増
　
　
渕

加
賀
渡
辺
醇
樫
並
菩



（5）戸祭産石之碑

所在地　下戸祭一丁目（高罵神社）

碑石高　206c皿

建碑年月　明治26年3月

撰文・害者藤田素堂

解　　説

戸祭山には－　昔から戸祭石といわれた白

い石が採掘されたが－　しばらく絶えていた。

天保年間一坂本治平という人が開さくし

て盛んになったので1人々が開さく者1坂

本治平の業績をしのんで記念の碑をたてた

ものである。

対
由
化
T

T
■
H

「
≡
l
：
＝
■
＝
㍉
之
北
連
山
起
伏
中
有
戸
祭
山
山
角
濯
濯
白
石
露

I
－
小
浦
日
弘
法
水
古
昔
有
釆
石
而
墾
於
此
後
久
絶
云

欠
　
　
　
ゝ
天
保
年
間
産
其
石
村
目
日
戸
祭
石
石
質
柔
脛
以
作

■
　
　
　
　
　
こ
灰
火
更
変
其
素
漸
堅
緻
且
慣
亦
磨
則
足
以
供
其
用
也

∴
本
治
平
者
始
入
而
開
墾
遂
率
徒
工
頗
勧
其
業
ム
天
治
平
同

㍉
村
岩
原
人
高
橋
侍
兵
衛
子
而
為
宇
都
宮
坂
本
綱
吉
嗣
子
明
治

十
四
年
六
月
某
日
残
年
七
十
四
葬
宇
都
宮
清
巌
寺
為
人
淳
朴
常
不

人
争
噂
酒
害
飲
人
衆
亦
騎
馬
故
呼
日
彿
治
平
至
今
五
十
徐
年
承
其

業
者
冗
五
十
飴
戸
産
石
之
多
販
路
之
爵
年
加
其
盛
矢
於
是
乎
衆
工
志

感
治
平
創
始
之
思
相
謀
醸
金
欲
以
建
一
碑
於
戸
祭
中
城
高
宗
両
傍
観

其
所
属
以
永
侍
後
昆
焉
頃
其
土
徒
来
請
余
文
余
嘉
基
報
本
之
志
不
敵

鮮
乃
為
叙
其
概
云

明
治
二
十
六
年
三
月
　
宇
都
宮
　
素
堂
藤
田
安
義
撰
井
書



（6）元信先生碑

（7）蒲生君平之碑

所在地　西刑部町330（共同墓地内）

碑石高　120c皿

建碑年月　明治26年4月

解　　言見

開流の算学を中心とした′Jl川塾を開いた

小川芳蔵の6名の弟子によって建てられた

砕である。

文碑

万
代
の
宝
を
後
に

積
む
よ
り

た
だ
一
人
の

友
ほ
ー
ほ
し
け
れ

－17－

所在地　馬場通り一丁日1

（二荒山神社）

碑石高　338cm

建碑年月　明治22年6月

撰文考　量野安繹

書　　者　巌谷　修

纂扱者　職仁親王

解　　説

明治2年の勅旅碑建立に至る経過

や蒲生君平の勤皇の事跡を中心とし

た経歴を記した碑である。



（碑文）

贈
正
門
位
蒲
生
秀
貰
碑

陸
軍
火
牌
大
動
代
参
雄
低
仁
親
王
素
顔

王
室
中
興
之
二
年
十
∴
月
－
詔
・
‥
†
都
宮
浦
E

l
。
故
蒲
生
秀
賓
以
増
秀
一
介
偏
牛
－
慨
粥
紐
∠
頭
厳
．
慣
名
分
之
錯
乱
－
知
時
不

可
車
力
撰
述
－
ル
小
寒
．
川
英
裡
補
世
故
▼
関
北
／
l
凪
興
起
者
－
接
踵
両
班
－
其
旗
美
里
円
錐
＋
孫
－
知
藩
車
戸
田
忠
友
－
慄
拝
－

命
退
網
目
．
我
淋
堪
諸
幕
府
修
復
－
利
生
山
陵
．
要
点
秀
賓
∠
志
者
－
秀
貨
税
箪
盤
柑
－
按
渉
海
内
褒
壁
古
今
－
以
薯
山
陵
志

天
下
侍
鞘
。
我
抽
遅
番
命
領
修
陵
工
事
。
今
又
有
此
。
恩
血
ノ
l
。
是
不
燭
秀
賓
三
栄
。
而
我
経
典
甘
光
栄
。
焉
衆
皆
硬
陀
謝
恩
－

緩
七
年
－
聖
架
東
巡
射
鐸
宇
都
宮
－
特
行
場
祭
棄
於
兵
家
－
又
五
年
．
詔
贈
正
四
化
－
有
志
者
背
議
－
欲
情
其
襲
来
諸
子
撰
文
－

抹
芳
安
手
者
賦
－
別
‡
君
中
－
適
楢
川
三
郎
－
下
野
宇
都
宮
人
－
藤
原
朝
腹
秀
郷
∠
前
衛
－
骨
梓
藩
轟
氏
郷
之
庶
流
也
－
少
以

親
日
豪
－
讃
識
√
治
耳
旬
－
知
北
／
I
先
世
出
於
名
族
－
乃
大
〃
撃
－
慨
然
五
経
済
之
忘
－
毎
調
書
不
達
大
化
大
貴
∠
世
－
叉
不
信

天
成
大
正
之
胤
－
大
織
起
淡
海
二
手
之
和
美
l
輿
秀
郷
之
賂
略
－
非
朋
企
及
－
然
祉
北
枕
索
右
正
藷
－
不
在
其
他
者
わ
些
コ
［
－

繕
お
徴
今
▼
條
嚇
世
之
隆
典
袖
※
化
之
喜
一
－
吾
亦
可
庶
醜
臭
－
薯
今
脊
一
巻
－
文
化
「
卯
歳
－
北
頻
蛙
逸
物
溝
騒
然
－
乃
蕃

不
他
謀
五
指
献
諸
富
路
－
言
蘭
糾
明
－
有
司
詰
其
渉
不
敬
－
殆
隋
豪
辟
－
嬰
上
林
失
政
椚
之
偶
待
免
－
是
時
昇
竺
一
首
年
－
海

内
憤
慨
－
十
性
故
馬
鹿
無
遠
摘
－
而
秀
賀
條
働
自
奮
－
腐
大
下
■
一
一
己
所
琴
一
一
ミ
離
由
是
毎
桐
不
‥
敏
也
－
秀
賓
丈
揆
代
官
志
－
欲
以

改
編
加
越
姓
族
諸
右
奥
山
懐
研
届
九
志
．
貪
甚
√
能
自
賛
教
授
以
給
賓
－
研
讃
数
年
来
及
遺
戒
而
鼓
－
賓
文
化
十
年
七
月
五
日

也
二
号
年
門
十
甘
六
－
躯
於
江
戸
谷
中
臨
江
寺
兆
域
秀
賓
晩
姿
紅
柴
山
伶
官
多
氏
粍
ヰ
ー
其
喪
也
親
実
日
－
新
人
作
山
懐
志
者
－

葬
祭
∠
祀
可
不
偵
首
乎
－
共
よ
水
■
ヤ
藩
傭
員
旛
出
一
正
束
其
基
－
留
渾
安
誌
其
侶
－
行
事
系
世
腑
見
二
氏
之
文
－
金
持
叙
其
大

節
－
卑
仁
人
義
士
之
徒
知
俺
詔
同
日
－
水
戸
顔
義
各
－
烈
公
及
高
山
正
之
亦
有
贈
位
族
未
之
典
－
正
之
典
秀
質
同
時
亦
以
志
野

暮
世
－
世
入
繭
二
子
ヅ
三
日
行
式
典
衆
並
群
日
奇
人
－
夫
奇
者
正
之
反
也
－
二
手
芯
在
乎
正
名
分
辞
大
義
以
明
先
王
之
道
－
些
一
己

至
正
至
大
．
窮
天
地
官
古
今
両
不
可
易
－
一
‥
子
者
可
謂
純
然
正
人
君
子
－
再
挙
謂
之
奇
耶
嘔
然
故
能
鼓
動
天
地
之
正
気
－
番
場

振
作
－
蓬
開
中
興
之
韮
－
り
布
衣
Z
賭
鹿
邦
君
諸
侯
同
受
音
質
畳
偶
然
乎
戊
二
計
閲
秀
賓
臨
終
口
撰
克
荊
日
－
敬
■
九
r

l
君
け
祀
－

撫
吾
民
以
捲
－
禦
戊
秋
以
義
－
相
戦
在
天
地
－
保
見
人
以
搾
斯
三
賞
－
喝
呼
仙
之
人
也
千
＃
不
死
失

明
治
二
十
二
年
践
次
巳
祉
貰
六
月

元
老
院
議
官
雑
文
科
大
軍
教
授
徒
四
佗
勅
五
等
丈
単
価
士
重
野
安
繹
撰
文

元
老
院
講
官
従
四
位
軸
木
尊
厳
谷
使
手



（8）倉井友敬先生碑銘

所在地　針ヶ谷町1241（倉井真氏宅）

碑石　高　180cm

建碑年月　明治27年1月

撰文者　岩見素医

書・纂額者関＋貞良

角牢　　説

倉井友敬は－　医業を開業するかたわら塾

を開いて子弟の教育にあたった人物で－　こ

の碑は寿碑である。

なお1倉井友敬は，明治31年に82歳

で没している。

）文碑（

君
氏
倉
井
名
友
敬
下
野
河
内
郡
針
各
人
原
田
書
伝
治
之
第
二
子
枇
坂
本
氏
以
せ
化
十
四
年
七
月
十
五
日

君
幼
徒
個
奉
林
受
学
業
天
保
年
中
就
学
都
官
藩
侍
医
中
川
友
謙
受
医
業
転
化
四
年
十
二
月
開
業
以
医
為

栗
術
長
産
科
清
治
着
日
進
明
治
三
年
二
月
続
倉
井
豪
家
負
先
山
之
秀
対
姿
川
之
清
而
南
面
緑
野
万
頃
君

常
春
此
間
安
倍
静
適
蓋
概
観
以
敏
美
清
萄
也
十
一
年
一
月
受
栃
木
県
医
術
開
業
允
許
証
十
三
年
六
月
撲

衛
生
委
員
十
七
年
四
月
更
受
内
務
省
医
科
免
許
状
君
資
性
温
厚
能
吾
其
隙
業
之
余
数
人
以
東
学
筆
数
藷

々
不
借
腰
有
君
子
風
良
能
練
達
之
士
多
出
於
其
門
下
配
原
田
氏
宗
家
八
石
工
門
長
女
他
生
二
男
長
日
濫

造
次
日
謙
次
郎
君
今
寿
七
十
七
檜
畢
轢
共
感
泰
乎
門
人
百
余
人
欽
慕
其
徳
相
謀
稚
金
欲
勒
以
祝
其
寿
彰

英
徳
束
帯
予
銘
予
与
君
相
知
二
十
年
友
誼
不
待
井
乃
係
之
銘
日

先
山
之
光
万
古
鮮

惟
君
之
寿
与
山
秀

後
生
安
和
君
碩
徳

明
治
二
十
七
年
一
月

姿
川
之
姿
千
歳
鳩

惟
君
之
筏
与
水
段

丘
現
一
片
無
廻
伝

岩
見
菜
園
棲
文
開
展
良
碧
並
蒙
額



（9）飯村道積先生碑

所在地　駒仕町ヒ駒生（共同墓地内）

碑石高　266cm

建碑年月　明治29年2月

戸「ロ否園
撰文・書

纂額者

解　　説

飯村道債は－　医学を修めるかたわら「静

億堂」を開塾し1漢学一手習をt‾ト心に教授

した。

碑は－　この飯村道碩を顕彰したものであ

る。

文碑

発
生
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追
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右
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仁
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右
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冒
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葦
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暇
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臨
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学
弟
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賀
於
門
者
五
十
話
人
今
也
齢
重

富
稀
門
人
将
玉
砕
表
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来
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子
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克
蕉
然
弟
子
豪
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此
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懇
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不
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而
執
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松
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憧
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（川）河内氏報徳碑

所在地　下川俣町723（光性寺）

碑石　高　240cm

建碑年月　明治31年3月

撰文・書者戸口］杏園

纂額者　戸臥忠友

解　　言見

河内氏は1下川俣に「大正院」という塾

を万延年問（1860年）ごろから開き1

河内謄学とその子主膳の2代にわたって子

弟の教道にあたった。

この胡圧L　塾の門弟によって建てられた

ものである。

文碑

普
天
率
土
何
国
撫
教
我
国
有
憮
神
之
道
斯
道
也
発
掘
於
天
粗
造
国
之
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萩
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澤
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兼
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摂
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概
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付
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云
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呼
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治
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人
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反
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叉
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（川　贈従三位戸田忠恕之碑

本丸町1（御本丸公園）

4　2　6cm

明治31年4月

三嶋　毅

金井之恭

彰仁親t

所在　地

碑石高

建碑年月

撰文著

書　　者

纂額　者

解　　説

安政3年－　わずか9歳で宇部官城主とな

り－　22歳で没した戸田忠恕（ただゆき）

の波乱に嵩む一生を記した脾である。

（碑文）

元
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陸
軍
大
鼎
大
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葦
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輌
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級
彰
仁
親
王
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猛
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草
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－
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．
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損
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右
－
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叉
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什
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又
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－
便
利
佐
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－
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．
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＝
札
修
理
之
以
明
反
始
報
木
之
猛
－
海

円
臣
民
忠
孝
之
心
自
此
起
兵
◆
士
気
自
此
派
兵
－
兵
自
此
減
失
，
有
此
議
而
わ
ー
忠
鮭
輿
一
語
十
民
滴
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光
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－
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－
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－
忠
至
深
体
公
斎
－
総
門
及
丹
後

諸
峻
1
窮
親
指
姶
放
市
史
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．
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叙
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．
忠
専
従
五

位
下
任
大
利
守
－
凡
閲
五
賓
客
－
慶
腰
元
年
十
∴
〃
．
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÷
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－
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追
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1

賜
公
御
如
忠
至
御
虜
－
億
兆
棚
之
祓
沌
葵
不
起
忠
孝
之
心
音
英
1
先
農
水
戸
亡
徒
聴
躾
各
地
唱
常
淡
－
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右
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簡
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－
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－
朝
延
哀
悼
財
侍
従
及
従
四
位
上
－
東
北
風
早
鏡
功
加

一
万
石
－
詔
日
孤
立
駿
中
東
決
方
向
－
以
環
藩
屏
之
任
其
功
可
素
質
－
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－
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－
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－
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篠
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－
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（12）菊地愛山翁寿硝銘碑

所在地　西原二丁目1－10（一向寺）

碑石高　122cm

建碑年月　明治31年5月

撰文・害者戸田杏園

藁額者　戸田忠友

解　　説

菊地愛山は1文政2年に旧茂登町で生まれ

た宇都宮を代表する幕末から明治期の画家で

ある。

この碑はゝ　愛山79歳の時に建てられたも

のである。

文碑
′
■
．
■
ゝ
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茂
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檜
師
狩

野
氏
改
梅
春
封
信
暴
永
年
閉
幕
膵
修
＝
光
山
東
照
各
蹄
梅
春
以
㈹
輿
罵
随
帥
肋
其
工
事
明
治
二
十

五
年
大
関
真
下
野
寵
踵
廃
字
都
宮
数
日
翁
饉
製
菊
間
献
語
大
本
営
露
人
乙
夜
之
璧
云
瓜
調
之
轟
厳
守

帥
法
至
老
不
鱒
最
巧
人
物
畔
或
狂
鰭
百
出
典
範
其
趣
開
村
鍋
睡
藤
曾
以
狂
高
鳴
其
人
豪
放
不
覇
翁

川
純
懐
静
獣
性
和
之
典
如
此
所
其
番
則
有
夫
顆
者
焉
孟
同
修
斯
摺
扁
諸
姉
境
意
動
筆
随
所
以
不
期

而
相
親
臭
何
必
在
性
行
之
異
同
乎
畳
又
猫
斯
道
乎
哉
翁
草
生
函
好
憺
泊
示
威
滴
不
喫
掴
酒
癖
茄
仙

年
蹄
八
十
猶
東
川
眼
路
而
妙
技
愈
出
場
呼
何
其
化
也
頃
者
相
識
瑚
謀
欲
建
諸
相
以
悼
衆
議
余
丈
余

以
不
文
辟
焉
不
倒
乃
叙
其
概
係
以
銘
々
日

経
是
櫓
寿
　
　
美
術
之
元
　
　
流
派
錐
多
　
　
妙
婿
一
腹

鴫
呼
霧
乎
　
　
高
齢
老
枝
　
　
我
郷
丹
青
　
　
執
其
手
可

正
四
倍
動
門
等
子
欝
　
　
戸
　
田
　
忠
　
友
　
纂
　
顕

正
七
位
　
　
戸
田
啓
開
撰
文
友
香

明

治

三

十

一

年

五

月

23



（13）日下開山初代横綱力士明石志賀之助碑

仲
山
横
綱
力
士
之
服
－
是
清
相
撲
横
綱
之
元
組

（14）御子貝君之碑

↓
り
　
明
石
志
賀
之
助
者
1
　
宇
都
宮
藩
士
山
内
主
膳
男
1
　
寛
永
元
年

文

大
闘
也
1
　
徳
川
三
代
将
軍
家
光
公
ゝ
　
賞
其
惟
力
命
賜
日
下
開

所在地　塙田五丁目1－19（蒲生神社）

碑石　高　220c皿

建碑年月　明治33年10月

害　　者　野口勝一

解　　説

伝説中の人物ともいわれている初代横綱

明石志賀之助を顕彰する碑で，12代横綱

陣幕久四郎によって，当初御本丸跡に建て

られたものである。

）文碑（
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範
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祝
　
典
物
久
伝

明
治
三
幸
三
年
十
〓
月
二
十
八
日

所　在　地　下荒針町3456－2　　　　　解　説

（明保′」ゝ学校）

碑　石　高　150cm

建碑年　月　明治33年12月

撰文・纂額者　鈴木光愛

者　村Ⅲ鉄太郎

－Z4－

天保4年に生まれ1明治27年に62歳

で没するまで教育に一生を棒げた御子

貝光三を孤影した碑である。

光三は1′卜学校に奉職するかたわら

塾を開いて子弟の教育に当たった。



（」5）釣伯佐藤翁碑

所在地　‾下欠町236（佐藤通氏宅）

碑石高　215c汀1

建碑年月　別冶3∠1年12月

撰文・害者　戸田杏園

解　　言見

事相3年（1803年）1姿川の下欠に

生まれた医師佐藤秀勝を顕彰した碑である。

佐藤はゝ　洗法医術を帽待機ゝ　生家に開業

し－　産科明専門医として名声を博した。

封僻

釣
伯
佐
藤
翁
稗
　
従
」
（
佗
戸
田
香
閣
文
及
書

翁
氏
佐
藤
請
秀
勝
栴
釣
伯
幼
名
摘
惣
治
ド
野
園
河
内
郡
姿
川
村
大
字
下

欠
下
同
氏
博
右
衛
門
君
之
次
子
也
母
佐
藤
氏
享
和
二
年
突
☆
十
月
十
七

日
年
文
政
六
年
輩
末
四
月
年
一
▲
卜
八
十
†
都
宮
戸
田
戻
嘩
医
朴
仁
就
奄

之
門
僻
医
術
凡
五
年
其
十
一
▲
■
年
〕
聖
二
月
業
成
前
郷
別
成
家
汎
施
治
術

五
十
徐
年
特
以
荏
科
専
門
名
声
施
丁
数
十
里
外
明
治
十
年
十
丑
十
二
月

十
有
九
日
病
撃
十
家
享
年
七
十
又
五
翁
撃
複
奈
氏
撃
二
男
一
▲
女
長
男
昇

伯
次
男
繁
次
皆
別
間
医
業
長
女
納
婿
以
承
家
次
女
通
人
有
門
弟
五
大
日

宇
塚
玄
遠
目
〔
州
玄
伯
安
納
心
回
口
早
乙
女
貞
仙
H
松
本
長
蒲
皆
受

翁
之
教
育
各
成
一
家
頃
者
√
弟
相
諜
欲
建
碑
以
表
翁
徳
求
詣
予
文
乃

櫨
状
叙
大
盤
云
爾
　
　
明
治
二
▲
■
十
四
辛
丑
十
二
日
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（16）老農篠崎君功績碑

所在地　江曽島町1432（一里塚踏切北）

碑石　高　205cm

建碑年月　明治43年10月

撰文者　戸田忠剛

書　　者　久保寺幸成

解　　説

天保9年1屋根に生まれ明治39年に

71歳で没した篠崎重五郎を顕彰した碑で

ある。

重五郎は1農事研究家でゝ　改良品棺の江

曽島嬬（もち）を生みだしたことで有名で

ある。

近
老
残
邦
以
農
事
革
新
為
急
務
而
唱
其
新
法
者
額
多
央
而
誠
之
賓
地
則

興
其
所
説
稲
信
者
亦
．
小
鮮
莫
是
徒
固
守
理
論
而
√
探
求
其
貨
∠
過
也
徴

其
賓
而
▲
｛
謬
渉
其
久
而
愈
顕
著
葉
篠
崎
君
於
陸
稲
未
多
観
也
君
適
稲
頭

五
郎
河
内
郡
横
川
村
江
曽
嶋
之
人
以
老
農
有
名
夙
知
陸
稲
有
益
於
農
家

百
万
講
究
遂
横
棒
於
水
稲
而
抜
其
粋
試
作
多
年
始
得
収
良
種
今
也
名
拝

所
及
▲
本
山
一
村
一
‥
巳
殆
並
日
賦
下
人
呼
出
江
再
臨
疫
昔
時
販
路
及
東
京
野

州
儒
者
暗
．
都
下
方
明
治
冊
八
九
年
凶
歓
此
種
猫
不
甚
減
収
穫
窮
民
頼
以

免
飢
餓
者
不
鮮
少
一
ム
△
√
夫
せ
人
競
新
闘
奇
有
一
巻
別
則
莫
．
不
標
稲
鳶
涙

嘱
力
於
公
益
若
篠
崎
君
其
人
面
嘩
滅
木
博
胃
可
泄
歎
哉
於
是
同
上
心
再
議

建
碑
紀
功
以
認
後
人
蓋
欲
使
後
人
有
所
観
感
興
也
君
以
明
治
↓
十
九
鉦

九
月
授
年
七
十
有
▲
一
嗣
其
後
者
子
太
蔵
也

明
治
四
十
三
年
十
月

勲
」
ハ
等
　
戸
　
m
　
忠
　
剛
　
撰
文

久
保
寺
　
幸
　
成
　
書
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（17）円山先生紀恩之碑

所在地　馬場通l）一丁目1（二荒山神社）

碑石高　267cm

建碑年月　人正2年1月

撰文・書者栗本義喬

纂嶺者　戸机忠友

解　　説

弘化4年（1847年）生まれでゝ明清

44年に没した教育家円山信庸を顕彰した

碑で1教え子によって建てられた。

円山の業績のうちゝ　西小学校開設に努力

したことや私塾静倹舎の教育活動は－特に

顕著である。

（碑文）

魯
庵
先
生
紀
恩
碑

正
三
位
勅
西
軍
十
辞
　
　
戸
　
田
　
忠
　
太
　
宗
　
額

君
諒
信
暦
血
山
氏
槻
魯
庵
江
戸
人
仕
宇
都
宮
侠
戸
田
氏
少
時
就
諾
償
岡
田
抱
懐
雨
間
業
其
翠
導
何
程

術
雨
雲
媛
如
蛭
虚
文
字
則
不
屈
篤
也
明
治
以
降
洋
撃
勃
興
海
内
風
靡
邪
説
競
起
輿
言
官
　
人
人
唯
利

是
戚
而
不
復
識
者
道
義
腐
何
物
お
礼
孟
者
詞
入
国
晒
諸
鐙
籍
者
謂
ナ
ん
迂
腐
甚
則
至
有
日
儒
教
可
斥
沫

字
可
暦
者
名
歌
之
渡
海
極
臭
首
班
然
歎
日
傾
道
之
輿
世
故
相
閥
也
佃
臭
葛
如
此
而
不
止
則
天
常
民
♯

式
殆
乎
畑
兵
如
此
我
閃
家
何
於
是
創
群
像
塾
合
教
授
子
弟
人
皆
以
迂
潤
哩
之
而
君
不
少
威
明
治
t
一
十

三
年
教
育
勅
語
之
下
也
君
寿
詞
一
過
京
極
而
沌
自
　
　
皇
上
叡
明
斯
道
遽
不
墜
兵
自
是
威
奮
不
直
礪

以
奉
答
　
　
架
旨
自
失
卒
弟
子
以
忠
孝
大
都
弟
子
篠
進
呼
曙
∠
野
口
一
夕
満
室
円
十
川
李
十
二
月
遽
擢

疾
以
是
月
十
二
‖
易
笥
距
生
弘
化
丁
大
草
年
六
十
五
君
属
人
厳
毅
方
止
行
事
不
苛
其
櫨
徒
也
指
導
有

方
條
親
権
屁
故
人
其
門
者
皆
循
循
推
併
有
忠
厚
之
凪
云
病
者
門
人
背
議
欲
建
碑
絶
息
来
謁
千
丈
日
知

師
英
若
君
請
勿
辞
焉
予
輿
君
親
書
乃
叙
其
吉
行
之
最
大
者
以
輿
之
予
閻
梅
使
徒
遊
大
橋
納
顔
夙
抱
勤

王
之
志
條
惚
有
奇
節
約
庵
之
下
獄
也
梅
憤
輿
兄
鳥
強
介
等
亦
枇
津
訊
殉
教
攻
抗
群
不
屈
骨
大
原
卿
奉

渦
東
下
緑
幕
府
有
志
士
之
罪
閃
是
梅
陵
等
虎
狩
出
獄
禁
錮
於
藩
邸
尋
澄
明
治
中
興
の
運
賂
大
展
共
志

末
幾
両
税
識
者
惜
之
由
是
観
之
君
之
樹
立
卓
然
拭
平
時
沈
着
益
可
見
共
有
素
奥
是
可
以
特
薦

大
正
一
一
半
歳
次
発
鳩
十
有
一
月

栗

木

義

喬

撰

文

邦

書
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（欄　六石県先生之碑

所在地　稲田五丁目1（蒲生神社）

碑石　高　310（てIm

建碑年月　昭和5年6月

歌作者　福羽美静

害　　者　広瀬富雄

解　　説

幕末の宇都宮藩の家老で1尊工思想によ

り激動の明治維新を乗り切った県六石を顕

彰した碑である。

（碑文）

ふ
り
し
よ
の
み
か
ど
は
君
を
ま
ち
う
け
て
正
し
き
人
と
ほ
め
や
ま
す
ら
ん

六
　
石
二
階
先
生
之
碑

階
正
五
位
願
侶
緯
先
生
l
　
勤
王
愛
国
之
事
蹟
－
琴
東
研
〇
知
。
先
生
字
敬
止
l
　
通
稲
勇
記
－
K
石
其
耽
也
。
豪
世
⊥

革
一
宇
都
官
藩
士
再
発
生
初
就
二
大
橋
前
席
↓
　
修
二
漠
畢
ペ
　
後
周
こ
遊
天
下
↓
　
故
二
渉
名
山
大
川
↓
　
撃
一
読
偉
人
傑
士
↓

以
自
修
二
葦
其
心
意
奏
。
先
ソ
是
郷
党
撃
蒲
生
秀
軍
　
以
二
葺
葬
一
介
儒
生
∵
自
著
二
歴
代
山
陵
貰
禁
　
天
下
朋
二
周
知
ペ

而
中
年
病
榎
l
　
偉
業
有
二
未
レ
全
者
ぺ
　
於
ソ
是
先
生
奮
然
欲
レ
攣
一
緒
飴
↓
　
佐
二
戸
田
冬
雲
■
　
声
靂
代
山
陵
修
補
之
事
－

幕
府
及
　
大
朝
パ
達
成
二
就
之
相
棒
屠
二
丈
久
二
年
一
美
。
其
他
先
生
事
躇
l
　
不
レ
可
二
除
数
，
焉
。
而
又
能
教
二
育
弟
子
－

実
。
後
水
戸
浪
士
接
二
日
兼
山
↓
抗
二
幕
府
べ
先
生
撃
衰
勝
地
琴
一
兵
火
↓
自
詮
而
令
二
彼
韓
移
ぺ
所
謂
大
路
而
細
心

者
乎
。
明
治
維
新
後
－
琴
一
司
法
省
判
事
↓
叉
有
レ
功
。
十
四
年
擢
レ
病
両
校
。
享
年
五
十
九
。
行
飴
攣
l
農
桑
¶
　
有
二

耕
作
日
記
著
ペ
　
三
十
年
四
月
－
朝
廷
迫
下
裳
褐
一
元
山
陵
修
禰
『
功
穿
か
特
琴
一
発
位
階
↓
　
賜
二
祭
棄
料
瑚
革
一
之
遺
族

弟
子
者
－
豊
可
レ
不
二
感
激
車
。
弟
子
相
試
飲
三
選
レ
碑
以
倖
二
億
功
】
也
久
美
。
荏
再
過
二
歳
月
↓
弟
子
漸
亡
。
今

也
健
在
殆
余
一
人
耳
。
今
而
不
レ
蓼
y
事
－
則
背
二
恩
師
及
同
窓
【
也
亦
大
英
。
囲
レ
鼓
額
二
縁
故
者
之
櫻
助
叫
建
二
石
干

満
生
紳
祀
境
内
∵
勒
こ
子
爵
宿
御
美
静
嘗
斯
レ
財
和
歌
叫
以
俸
こ
不
朽
↓
成
二
素
志
之
l
嫡
二
京
爾
。

昭
和
五
年
六
月
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4．文芸関係の石碑

川　芭蕉句碑

※　能延寺の句碑

※　慈光寺の句碑

（碑文）

し1

か

青　め

笠嘉旨

（碑文）

し
ば
ら
く
は

花
の
う
え
な
る

H
夜
か
な

－29－

所在地　′占町2－10

（能社寺）

碑石高　76じm

建碑年月　寛政5年10ノ1

作　　者　松尾芭蕉

解　　説

この句碑は－　地元の俳人

たちによって芭蕉100回

忌に建てられたものである

が，芭摸が二の句をどこで

作ったかは－定かでない。

所在地　塙田一丁目3

（善光寺）

碑石　高　160cm

建碑年月　天保14年10月

作　　者　松尾芭蕉

解　　説

天保10年（1839年）

芭蕉の150回忌を記念し

て30余名の俳人によって

建てられたものである。

この旬は－　吉野山の桜を

訪ねたときの作といわれて

いる。



※城山西小の句碑

※宝蔵寺の句碑

幻亜丁石（

語
ら
れ
ぬ
湯
殿
に
ぬ
ら
す
放
か
な

（碑文）

雪
に
や
な
ら
ん
冬
の
雨

－30－

所在地　古賀志町583

（城山西／」ゝ）

碑石　高　122c汀】

建碑年月　安政4年5月

作　　者　松尾芭蕉

解　　説

この碑に刻まれている句

は1芭蕉が出羽三山の湯殿

山神社に参拝した時の作で

ある。

なお－　この碑は－　かつて

古賀志山中に建立されてい

た私蔵院の住職によって境

内に建てられたものである。

所在地　大通り四丁目2の

12（宝蔵寺）

碑石　高　82cm

建碑年月　大正7年1月

作　　者　松尾芭蕉

害　　者　春翠

解　　説

宝蔵寺の句会に集う同好

の士によって－　この俳聖芭

蕉の句碑が建てられた。



（2）文可句碑

※二荒山神社の句碑

粟鷺宮神社の句碑

（碑文）

腰
ふ
事叶ふ
天
気
の

御
く
ら
か
な

七
十
翁
　
文
吋

）文碑（

は
る
立
つ
や

富
士
と
名
を
持
し

松

　

の

　

色

七
十
六
翁
　
文
可

所在地　馬場通り一丁目1

（二荒山神社）

碑石高　190cm

建碑年月　明治25年4†］

作　　者　文可

解　　説

文‾＝‾rは1姿川の幕［l」の人

で本名を橋本七郎治といい1

農業のかたわら俳句をたし

なんだ。

なおゝ　文可は－　明治38

年－　83歳で没している。

所在地　鷺の谷町179

（鷺宮神社）

碑石　高　173cm

建碑年月　明治31年3月

作　　者　文可

解　　説

文可は1この句碑の建っ

ている鷺宮神社境内に生繁

る松の名木を見てよんだも

のといわれている。



（3）植桜碑

（4）雨情歌碑

（5）前田雀郎碑

所在地　下砥上町478（砥上神社）

（碑文）　　碑石高　80cm

諸
人
か植
え
し
心
の
誠
そ
え

千
代
ま
で
か
ほ
れ

山
櫻
か
な

文牌

あ
の
町
こ
の
町
日
が
暮
れ
る

日
が
暮
れ
る

今
き
た
こ
の
道
帰
り
や
ん
せ

帰
り
や
ん
せ

建碑年月　明治32年10月

作　　者　佐藤高書

解　　説

砥上神社境内には，多くの桜が

植えられておりゝ近隣にも知られ

た花の名所であった。

これをよんだ神官の佐藤高書の

歌を植桜碑として建てたものであ

る。

所在地　鶴田町（雨情旧宅前）

碑石高　105cm
建碑年月　昭和33年4月

作　　者　野口雨情

害　　者　権藤園立

解　　説

羽黒山のふもとで62歳の生涯

をとじた詩人野口雨情の歌碑であ

る。

この歌碑には－　雨情の代表作の

一つである有名な童謡「あの町こ

の町」が刻まれている。

（碑文）

夢
の
中

古
さ
と
人
は

老
ひ
も
せ
ず

ー32－

所在地　馬場通F）一丁目1

（二荒山神杜）

碑石高　112cm

建碑年月　昭和40年8月

解　　説

jll柳革新の先駆者であった前田

雀郎の句を刻んだ碑である。

雀郎は－宇都宮出身の川柳作家

で，中央にあっても川柳界の指導

者として活躍した。



5．その他の石碑

川　戊辰役戦死記碑

所在地　西原一丁目2－13（報恩寺）

碑石高　235cIm

建碑年月　慶応4年6月

撰文者　県　ノく山

喜・纂額者人言解　放

解　　吉見

慶応4年（明治元年）の宇都宮城をめぐ

る官軍と某J仔軍の攻防戦の様子を記した碑

である。

（碑文）

今
歳
戊
長
春
背
幕
肘
徳
川
民
雄
非
－
朝
廷
遥
師
而
間
焉
而
悔
析
恭
順
不
敗
拭
－
命
非
職
下
之
借
銭
班
困
不
非
人
義
者
樗
兵
干
朗

文
語
州
不
不
服
東
山
道
輯
撫
組
督
岩
倉
大
夫
瞳
干
武
州
板
橋
介
兵
而
征
三
三
円
緒
督
之
車
謀
創
面
乾
督
兵
卒
流
山
之
掴
而
摘
発

千
宇
都
宮
参
謀
関
路
而
討
結
城
之
賊
純
逃
乃
留
守
之
胱
軍
監
之
兵
釆
干
宇
都
宮
時
脱
勝
五
す
除
人
潮
利
根
川
渚
迫
†
結
城
忠

誠
菅
急
於
軍
監
應
摺
救
之
骨
戦
千
小
山
不
利
而
畏
鵬
移
沖
†
栃
木
翌
日
軍
隊
之
兵
叉
討
諸
川
之
賊
干
小
山
丑
兵
三
千
許
－
官
軍

寡
少
緩
不
利
牧
丘
ハ
面
退
十
字
郡
官
話
川
之
賊
骨
干
翫
木
崎
四
月
十
七
日
也
閉
幕
府
有
草
凰
彰
義
七
聯
等
之
諸
隊
其
脱
真
二
千
絵

人
叉
潮
利
根
川
塀
取
下
館
城
十
九
H
肌
干
宇
郡
宮
放
火
三
面
而
應
緋
焔
基
仇
我
薄
汚
興
宮
冗
凡
大
官
飴
人
守
城
両
取
結
□
速
戦

十
卒
皆
疲
巳
己
有
憬
逸
不
蹄
音
域
丘
ハ
佗
車
．
有
給
人
面
栃
木
ン
し
眺
白
鍵
沼
進
骨
幹
之
兵
自
R
光
口
迫
共
兵
無
慮
二
幸
人
敗
勢
禰

張
面
城
中
無
持
久
ナ
し
賃
賂
十
和
議
日
城
中
共
裏
大
蔽
奄
牟
加
之
小
山
以
後
之
教
職
日
夜
不
息
兵
疲
力
繹
膵
莫
亦
端
推
服
守
禦
亦

唯
有
一
死
而
己
雑
然
組
督
之
琴
共
鞭
江
戸
則
不
出
三
‖
而
至
花
丘
小
牧
脚
之
除
碓
柁
城
而
堆
恐
挫
－
官
軍
ナ
し
気
反
青
眼
勢
也
不
如

金
師
由
夫
迎
鯉
督
之
援
兵
覿
力
以
■
墨
此
辱
鞭
放
火
於
載
各
館
上
下
同
州
城
而
遁
撃
一
十
日
賊
兵
円
張
城
西
那
港
間
向
別
技
農
商

男
女
常
奔
氏
†
山
林
難
兼
懲
毀
戸
野
附
肺
掠
幣
革
命
祭
器
肘
棒
靂
極
臭
前
島
告
急
千
綿
骨
組
督
硬
薩
長
川
土
大
明
諸
藩
之
兵
而

擁
之
因
上
之
兵
先
達
†
生
地
二
十
一
∩
逓
丘
ハ
賂
狸
†
郡
宮
城
眺
兵
山
拒
干
安
塚
蛸
孝
死
傷
天
幕
伐
両
収
兵
而
蓮
二
十
三
月
彊
小

隊
大
垣
中
隊
亦
辟
千
生
以
寡
胃
象
忽
迫
宇
和
宮
城
胱
兵
畳
戦
一
▲
藩
∠
丘
（
奮
畢
賊
克
之
辟
易
峠
徒
長
大
垣
之
川
縁
自
給
城
東
同
州

及
諸
洒
之
兵
自
壬
生
食
言
軍
営
踊
躍
而
進
軍
真
訝
故
■
死
傷
無
臭
遽
葵
城
雨
走
蛋
羞
鄭
境
平
定
髄
散
之
民
意
安
庭
先
日
我
港
兵
白

古
河
後
至
故
不
凍
戦
場
呼
対
内
之
民
難
据
北
大
忠
幸
柁
．
天
即
赫
威
及
請
確
吾
烈
一
戦
複
城
祉
硬
保
全
四
民
蘇
息
賓
非
覆
瀧
之

梁
恩
乎
－
即
非
戦
死
之
〃
於
斯
地
以
留
鱒
嘩
英
－
粥
績
堀
碁
浣
博
戴
北
軍
義
例
　
二
十
三
R
展
忌
辰
及
毎
忌
辰
必
親
展
祭
之
使

臣
信
絹
制
裁
功
烈
於
石
は
情
話
不
朽
亦
作
封
㌍
之
十
民
皆
泰
体
公
之
意
両
永
世
勿
些
石

屋

應

四

年

季

夏

六

月

宇
都
宮
活
圧
　
願
　
信
　
揖
　
謹
　
撰

備
前
盛
土
山
　
　
大
　
弼
　
敬
　
＃
　
北
　
家
緻
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（2）水戸之役戦死之碑

花房本町2（英巌寺跡）

215cm

明治27年4月

戸日］杏園

藤間安義

戸田忠友

所在　地

碑石　高

建碑年月

撰文老

害　　者

纂額者

解　　説

幕末の勤王揺夷運動の一つである筑波山

事件で－　天狗覚討伐に向かった宇都宮勢の

活確と戦死者名を記した碑である。

（碑文）

従
四
位
勅
四
等
手
隙
　
　
戸
　
田
　
忠
　
友
　
某
　
額

元
治
元
年
水
戸
藩
士
藤
田
信
田
九
直
諒
等
稀
紹
先
君
烈
公
道
富
男
探
夷
先
鋒
衆
寅
濾
干
筑
波
山
遠
近
浮
浪
應

之
痛
口
軍
賛
劫
掠
土
豪
人
心
個
陶
幕
府
令
垂
政
田
沼
意
尊
慮
拍
督
師
其
近
傍
諸
藩
討
之
我
宇
都
宮
藩
亦
輿
焉

骨
松
平
税
徳
代
表
語
壬
慶
常
衆
鎖
於
水
戸
武
田
新
雪
憐
焉
市
川
三
先
等
抗
担
開
戦
藤
田
等
聞
之
踵
授
武
田
竣

那
珂
捧
嬢
之
輿
某
豆
及
市
川
兵
戟
我
軍
以
八
月
十
二
日
番
九
月
七
日
靴
那
珂
郡
額
田
村
九
‖
戦
田
真
相
孤
軍

奮
闘
士
卒
死
傷
器
械
壊
弾
薬
耗
乃
具
状
於
監
察
両
班
軍
督
府
怒
促
再
審
於
是
十
月
二
日
積
数
兵
自
十
日
至
十

八
日
激
戦
子
属
波
及
六
軒
家
凡
三
又
有
死
傷
遺
二
十
三
日
武
田
専
攻
火
数
閉
奮
戦
衝
開
閉
邁
経
南
野
而
西
奔

我
藩
士
卒
前
後
死
者
甲
長
日
頑
井
柴
辻
牛
戚
兵
士
H
城
所
此
面
和
田
群
書
小
崎
誠
爾
校
閲
緒
之
丞
城
所
藤
助

岩
田
統
裁
膵
井
又
吾
郎
松
坂
登
紀
攻
石
原
鏡
衛
相
良
勝
之
助
藤
澤
伴
右
南
門
久
保
治
左
衛
門
前
田
雅
八
郎
田

村
新
之
助
夫
辛
口
臼
井
仙
次
郎
高
野
多
蔵
加
藤
滋
吉
石
下
文
五
郎
花
輪
直
吉
凡
二
十
】
人
先
見
藤
田
等
来

詑
我
認
諾
論
精
勤
専
有
藩
士
奔
其
蒸
着
加
之
及
一
且
班
軍
暮
府
癌
忌
倍
甚
常
是
時
徴
諸
士
見
危
致
命
創
一
藩

之
存
亡
未
可
知
也
而
髄
樽
危
機
於
一
髪
之
間
其
功
萱
不
偉
哉
今
血
廊
是
役
三
十
年
政
体
一
理
君
臣
兵
居
経
年

之
久
共
事
者
漸
税
別
其
功
亦
将
洩
滅
有
志
者
豪
焉
相
識
請
曹
君
格
建
碑
於
先
君
基
側
以
博
之
伸
予
周
文
乃
記

其
棟
梁
以
論
後
人

明
治
二
十
七
年
四
月

正
七
位
　
　
戸
　
田
　
香
　
園
　
採

藤

　

田

　

安

　

義

　

書
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（3）第14師団建築記念碑

所在地　馬場通り一丁［∃1（二荒山神社）

碑石　高　165cm

建碑年月　晰台42年3月

害　　者　近藤官寿

纂額者　鮫島重雄

解　　説

明治38年に編成された第14師団の駐

屯地が宇都宮に定められ－　その兵舎等を建

築するにあたっての様子を記Lたものであ

る。

対僻

皇
軍
戦
捷
チ
更
二
武
備
ヲ
修
ム
野
川
宇
都
宮
ノ
地
ヲ
ト
ン
テ
新
二
第
十
四
師
圃
ヲ
建

築
セ
ラ
ル
．
不
肖
金
太
郎
命
ヲ
蒙
り
幸
二
従
ブ
明
治
四
十
年
七
月
其
ノ
工
ヲ
起
シ
同
門

十
二
咋
三
月
其
ノ
功
ヲ
竣
り
今
ヤ
兵
］
貝
ノ
収
丙
ヲ
了
セ
ラ
ル
抑
此
ノ
短
□
月
間
二
於

テ
恨
ク
斯
ノ
大
工
事
ヲ
宗
成
セ
シ
所
以
ノ
モ
ノ
ハ
事
二
従
ヒ
シ
者
寒
岩
ヲ
雌
ハ
．
ス
風

雪
二
擁
マ
ス
国
ヲ
思
ヒ
公
二
幸
ス
ル
ノ
至
誠
二
困
ル
ト
雌
無
∴
荒
両
神
裏
ノ
加
護
厚

キ
二
列
ナ
ラ
ス
ト
信
ス
菟
二
王
柁
ヲ
■
霊
域
二
造
り
∠
ヲ
春
献
シ
以
テ
其
ノ
押
紙
l
一
報

塞
シ
併
セ
テ
師
圃
建
築
ノ
記
念
卜
焉
ス

明
治
川
十
一
▲
年
三
月
　
　
近
藤
㍍
毒
害
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（4）明治37・8年戦役紀功碑

馬場通り一丁目1（二荒山神杜）

5　0　4c皿

明治42年7月

三島　毅

日高秩父

乃木希典

所在地

碑石　高

建碑年月

撰文者

書　　者

纂額者

解　　説

明治37年に始まり，38年に終った日

露戦争に宇都宮から出征した兵の功績をた

たえた記念碑である。

対僻

明
治
二
十
七
年
二
月
露
囲
摘
盟

天
日
上
赫
怒
童
宣
戦
之
　
詔
泡
陸
両
軍
］
出
進
百
戦
古
拙
残
敵
艦
十
日
本
侮
蔑
陸
兵
干
満

州
北
於
是
一
掃
国
別
地
積
和
賢
二
卜
八
年
九
月
也
宇
都
宮
市
従
此
役
者
六
百
五
十
徐
人

千
里
∠
遠
二
年
之
久
輔
戦
各
地
冒
毒
害
酢
塞
衝
砲
煙
弾
雨
惨
苦
鮎
平
木
可
名
状
而
肉

飛
骨
砕
衰
屍
馬
草
加
陸
軍
歩
兵
少
佐
沼
野
君
以
下
五
十
徐
人
尤
可
酸
鼻
靴
然
忠
君
愛

国
緩
急
致
命
我
邦
人
特
性
而
五
千
商
人
皆
一
心
守
戦
易
地
皆
然
岩
曽
一
巾
民
嶋
呼
定

此
役
所
以
奏
囁
舌
大
功
宣
揚
　
口
上
威
於
四
表
也
日
止
以
請
願
邑
皆
有
紀
功
∠
畢
而
宇
都

胃
則
欲
彫
乏
於
石
以
使
後
人
有
所
行
式
請
余
銘
韓
日

守
戦
弗
問
　
牛
死
弗
論
　
畔
人
m
奔
走
　
奉
承
　
至
尊
　
薦
固
執
及

吾
士
九
［
民
　
茸
哉
　
皇
武
　
震
憾
乾
坤

明
治
四
十
一
一
年
七
月
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陸
軍
大
将
従
一
一
位
勲
一
等
功
一
級
伯
爵
乃
木
希
興
業
額

東
営
待
講
止
四
偉
勲
一
■
一
等
文
学
博
十
三
島
毅
撰

内
大
臣
秘
書
官
兼
家
令
正
六
偉
勲
妄
等
日
高
秩
父
書



（5）大谷石材軌道之碑

大谷町1198（大谷寺）

314cIm

大正8年12月

三島　毅

日高秩父

鮫島重雄

所在　地

碑石高

建碑年月

撰文老

害　　老

纂額者

解　　説

大谷石村軌道は－　明治30年（免許申請

は明治29年）に相木町と大谷の間に敷設

され1人力により石村と人を運んだ。

石村軌道の敷設により－　大谷石の生産が

ふえー城山村は1おおいに潤ったという。

この碑は1軌道会社設立15周年を記念

して村人が建てたものである。

勤僻

天
之
輿
富
源
於
人
人
．
小
用
之
所
謂
暴
診
太
物
者
而
能
用
之
字
都
胃
石
材

官
社
乎
下
野
河
内
郡
城
山
村
大
谷
全
地
皆
石
而
質
倖
艮
宜
営
造
古
老
相

博
八
百
五
十
年
前
築
宇
都
宮
城
多
用
∠
爾
後
借
用
之
郷
里
郷
薫
而
不
能

遠
運
世
亦
不
知
明
治
二
十
九
年
八
月
郷
神
篠
崎
安
平
外
十
徐
人
相
謀
創

立
留
祉
於
宇
都
宮
宇
都
宮
大
谷
間
凡
二
里
所
敬
遠
車
軌
道
於
崖
古
材
随

採
随
遅
販
路
日
開
名
声
月
揚
程
領
殆
壁
海
内
而
利
潤
十
人
亦
移
多
寒
村

変
為
青
郷
R
正
皆
社
員
多
叶
尺
1
搾
▲
小
暴
珍
大
物
之
所
致
也
∧
「
玄
八
月
届
創

社
十
五
周
年
村
人
欲
建
碑
侍
甚
功
於
後
昆
詣
余
銘
余
曽
准
此
奇
巌
嶋
々

四
而
叢
宜
風
勝
絶
佳
囚
勧
　
東
宮
臨
観
　
東
宮
賜
賞
詞
今
軌
．
石
材
丘
上

蓋
風
勝
亦
天
之
与
人
資
遊
覧
恰
心
冒
老
郷
神
▲
小
独
専
利
兼
保
存
風
勝
則

天
報
▲
小
空
其
富
源
亦
有
窮
喝
乎
哉
鉛
白

椎
石
生
財
　
経
巌
恰
目
　
匪
石
匪
巌
　
乃
金
乃
玉
■
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明
治
四
十
五
年
八
月

乗
出
侍
講
従
二
位
動
∵
一
等
文
学
博
十
　
三
島
毅
撰

大
正
八
年
十
一
一
月

陸
軍
人
将
止
三
伯
動
二
等
功
一
一
級
男
爵
　
鮫
島
碩
雉
袈
禎

内
大
臣
秘
書
官
正
五
情
動
三
等
　
日
高
秩
父
害



あ　と　が　き

文化財シリーズ第4号として「宇都宮のいしぶみ」を発刊する運びとなりました。

今恒＝ま－郷土に残る石碑のうち－主に明治以前に建てられたもので碑文のあるも

のについてのみ収録しております。

内容は1丁打指定文化財一　旧跡関係一　人物顕彰及び文芸関係等となっておりますが

今後1さらに広範囲にわたって調査を進め1ヰ冊子の続編を刊行したいと考えてお

ります。

本冊子により宇都宮に残されている石碑の一部を紹介いたしましたが－読者の皆

様の郷土に対する認識を深めていただくw一助となれば1編集に携わった者として1

喜びに堪えません。

なお－碑文につきましては1下記の文献から転載したものとゝ石碑から直接書写

したものがあl）1そのうち活字のないものについては1現代字体に改めてあります。

参考文献

●宇都宮市史

○宇都宮誌

●豊郷村郷土誌

●栃木県系史

●栃木県誌

○栃木県教育史

●県六石の研究

●下野歴史（卜野歴む学会）

昭和56年2月

昭和3年

大正15年

大正元年

昭和13年

明治37年

昭和32年

昭和18年

昭和54年

編集責任者

宇都宮市教育委員会

社会教育課良　半　田　昭
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文化財愛護シンボルマークについて

￥　ニのマークは文化財愛護運動の一環として日銅ロ41

年5月に定められたもので－　ひろげた両方の手のひ

らのパターンによって日本建築の重要な要素である

斗棟のイメーージを表わし－　二れを三つ尋ねることに

より文化財という民族の道産を過去・現在■未来へと永遠に伝

承してし－くという愛護精神を象徴したものです。

昭和56年2月28日発行

昭和57年3月25日改言］

宇　都　宮　の　い　し　ぶ　み

発行所　宇都宮市教育委員会

編　　集　宇都古市教育委員会社会教育課

表紙題字　桜　井　敬　朔

印刷　所　㈲イリサワ商事
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